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NY マーケットレポート（2017 年 11 月 24 日） 
 
NY 市場では、感謝祭明けで市場参加者も少なく、新規材料に乏しい中、序盤のドル円・クロス円は小動きの展開となった。そして、ドイツ

の連立協議が決裂していたものの、第 2 党であるドイツ社会民主党が、否定的だったメルケル首相率いるキリスト教民主・社会同盟との

連立協議に応じる可能性が出てきたとの報道を受けて、政治的空白が回避できるとの思惑からユーロが主要通貨に対して上昇した。ま

た、欧米の株価が堅調な動きとなったことも加わり、投資家のリスク志向の動きから、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。そして、引

け直前に大手格付け会社が南アフリカの格付けの引き下げを発表したことを受けて、南アランドは大半の主要通貨に対して下落した。 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

20：30  

ロシアと OPEC、減産延長の枠組みで合意～関係者 

 

21：35  

独 SPD（ドイツ社会民主党）シュルツ党首～「メルケル首相との連立、党員投票が必要」 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月マークイット米国製造業 PMI  53.8（予想 55.0・前回 54.6） 

 

11 月マークイット米国サービス業 PMI  54.7（予想 55.3・前回 55.3） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 は、方向感に欠ける動きが続き小幅安となった。一方、独 DAX は、ドイツの連立

政権樹立を巡る協議が進展するとの期待や、ドイツの景況指標の改善を背景に、堅調な動きが続いた。   

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が 22 日と比べ 4.90 ドル安の 1オンス＝1287.30 ドルで取引を終了した。 

 

ＮＹ金は、最近の相場上昇の反動で、利益を確定する売りが先行した。ただ、FOMC 議事録の内容を受けて利上げペースの鈍化観測が出

ていることが下支え要因となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が 22 日と比べ 0.93 ドル高の 1バレル＝58.95 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、カナダと米国を結ぶパイプラインが原油漏れを受けて操業停止したことで、供給の減少により需給が引き締まるとの見方か

ら買いが優勢となった。また、主要産油国が来週の会合で協調減産の延長を決めるとの期待感も下支え要因となった。終値ベースでは、

2015 年 6 月以来約 2年 5ヵ月ぶりの高値となった。   

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

6：15 

S＆P～南アフリカを BB に格下げ、従来 BB+ 

 

 

出所：Net Dania 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米国で年末商戦が始まったことを受けて、小売業の収益増加への期待感を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。ダ

ウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時 22 日と比べ 73 ドル高まで上昇した。ただ、その後は上げ幅を縮小する動きとなった。

一方、ハイテク株中心のナスダックは、終値ベースの最高値を 3 営業日連続で更新した。なお、株式市場は、感謝祭の翌日で短縮取引

だった。   

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、ドイツの連立政権樹立を巡る協議が進展するとの期待や、ドイツの景況指標の改善を背景にユーロ買いが強まった。

また欧米の株価の上昇も加わり、投資家のリスク志向の動きからドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


